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依存症・ＤＶ・虐待 … etc. 

各団体の取り組み 
 
 
 

 

 

ＡＫＫ（アディクション問題を考える会） 

 

リブ女性ハウス 

 

オ'ハナ 

 

ダルク女性ハウス 

 

子どもの虐待防止センター 
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遠藤嗜癖問題相談室 

 

原宿カウンセリングセンター 

 

東京足立病院 

 

京橋メンタルクリニック 
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連携各団体へのヒアリングを実施して 
 
 
 

今回の助成事業の一環として、事業に連携・協力してくださった各団体にヒアリング調査

を行い、団体の活動内容や摂食障害への取り組みとその課題などをお話しいただきました。 

 

 この本の中でも繰り返しお伝えしてきたとおり、ＮＡＢＡに訪れる仲間たちの状況は非常

に多様化しています。摂食障害というものを単に病気や障害としてみるのではなく、その背

後にある「生きづらさ」の問題としてとらえると、様々な問題が重複したり移り変わってゆ

くのはむしろ必然ともいえます。そして、こうした問題に対応するには一つの団体・機関で

は限界があり、ＮＡＢＡでは、摂食障害に限らず様々な団体とのつながりを大切にしながら

活動してきました。 

 

今回、ヒアリングにご協力いただいたのは、各分野で長く地道に活動し、ＮＡＢＡも大き

な力をもらってきた団体です。お話を伺うなかで、アルコールや薬物依存症でも女性の場合

はその多くが摂食障害を重複しており、物質の乱用が止まった後の課題としてあること、虐

待やＤＶの場合でもやはり摂食障害を抱える人が多いことなどが聞かれました。 

また、発達障害や窃盗癖など従来の依存症的アプローチの枠組みに収まらない問題も増え

ており、柔軟な取り組みが必要とされていること、そして資源の豊富な都内にあっても、内

科的なリスクが高く長期的な治療が必要となる摂食障害者を受け入れてくれる医療機関は

非常に限られているという実情も聞かれ、あらためて知識・情報の共有と連携の必要性を強

く感じました。 

 

ヒアリングによって、あらためて多くの課題が見えてきましたが、同時に各団体の方々が

誠実に活動する様子に触れることが出来、新たな希望も見出すことが出来ました。また、ど

の団体も他分野との連携を必要として、横のつながりを模索し続けていることが分かりまし

た。こうしてゆるやかにでも、団体同士が連携をとりあっていくことを再確認出来、大きな

励みとなりました。 

ここに収載した各団体の声が、皆さまにとっても参考や希望となることを願っています。
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ヒアリング １  

 

 

 

ＡＫＫ 
アディクション問題を考える会 

 
ＡＫＫ(エイ・ケイ・ケイ)は、アルコール依存症、薬物依存症、過食・拒食

症、ギャンブル依存症、ワーカホリック（仕事依存症）、買い物依存、家庭内

暴力、ＤＶなど、アディクション問題一般に関する市民団体です。 

1986 年に精神科医、依存症者本人、家族、関係者が集まり、「アルコール問

題を考える会」として設立されました。その後、さまざまなアディクション問

題の根っこは同じという観点から「アディクション問題を考える会」と改名し、

現在に至っています。 

全国各地での相談例会（自助グループミーティング）、電話相談、講演会の

開催、会報の発行、講演録図書の発行などの活動を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

□ 住所 〒156-0057 東京都世田谷区上北沢 4-30-10上北沢第 2 コーポラス 306 

 

□ 電話／ＦＡＸ ０３‐３３２９‐０１３０       

 

□ メール ｅｍａｉｌ＠ａｋｋ‐ｊｐ．ａｓｉａ 

 

□ ホームページ http://www.akk-jp.asia/ 
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※ＡＫＫで活動をされている 5 人の女性にお話を伺いま

したが、プライバシーの都合上、お名前を伏せた形で掲

載させていただきます。 

 

ＡＫＫの活動内容と特徴 

鶴田：まずは、皆さんはどんな経緯でＡＫＫで活動される

ようになったのですか？ 

 

Ａ：私は夫のアルコールの問題です。夫は既に亡くなって

いますが、私自身の生き方を考えています。こうした仲間

に出会えたのも、夫のお陰だと感謝の気持ちを感じていま

す。 

 

Ｂ：私も夫のアルコール問題でした。私も夫が亡くなって

います。私も同じです。今は自分自身を生きられるように

なって、楽になりました。 

 

Ｃ：私は子供の問題でした。子供が何で私の言うことを聞

かないのだろうと、子供が問題だと思っていたけど、私自

身が被虐待者だと気がつきました。ＡＫＫのユニークな点

は、自分自身の経験を生かして相談にのっているところで

す。 

 

Ｄ：私も夫のアルコール問題です。家はまだ飲んでいます。

夫の行動にすごく巻き込まれる自分に何だろうと思って

います。 

 

Ｅ：私の場合は、最初は子どもの摂食障害で、『生きるの

が怖い少女たち』という本でＮＡＢＡ知りました。切羽詰

まって電話をして摂食障害者の家族の会「やどかり」につ

ながりました。自分の地元にＡＫＫ相談例会があるのを知

り、そこにもつながりました。その後地元で「やどかり」

姉妹版の「ざりがに」を立ち上げました。定年退職した今

はＡＫＫ事務所で電話相談などを担当しています。 

 

鶴田：ＡＫＫの主な活動は？ 

 

Ｂ：開所は火・木・金の 3 日間です（注 1）。週 3 回の電

話相談と相談例会。年 4～5 回の会報発行。また週 2 回の

ミーティングや年 4～5 回のセミナー開催です。また、セ

ミナーなどをまとめた図書やＣＤの発行や販売。なお、も

ともとＡＫＫは「アルコール問題を考える会」だったのを、

「アディクション問題を考える会」へと名前を変えました。

アディクションとは広い意味で、「社会生活を送るのをお

びやかすほどになった、止めたいけど止められない癖」を

さし、最初はアルコール依存症から始まり、薬物や摂食障

害、仕事や世話焼きへののめり込み、対人関係障害など、

そのように広がっていきました。 

（注 1）：2014 年 5 月現在、開所は火・金の週２日。 

 

鶴田：どんな相談が多いですか？ 

 

Ｃ：古典的なアルコール依存だけという人は、もう少ない

です。アルコール依存に絡みつつ、家族・人間関係の中で

も、特に息子が非行、娘が結婚して離婚して帰ってきたけ

ど、お酒や食べ吐き、最近はギャンブルやインターネット

にはまっているなど、子どもの問題の相談が多いです。 

 

鶴田：相談してくる方の世代や性別は？ 

 

Ａ：統計をとっていると、40～50 代の女性が圧倒的に多

い。問題は、様々な形でふき出していますが、本質的には

ＡＣ。機能不全家族で育った生きにくさを感じ、親子や家

族などをはじめ対人関係がうまくいかないというのが典

型です。特にお母さんと娘さん。娘さんと言ってももう中

高年で、年老いたお母さんと離れたくても離れられない。

母親は自分の問題とは思っていないけれど、娘さんが、自

分が機能不全家族だということに気がついて、ＡＫＫにつ

ながることは多いです。そういう方は、同時に子どもさん

のことでも悩んでいる、母親の立場であることが多いです。

ですから、お母さんとの関係でも悩み、子どもとの関係で

も悩み、サンドイッチ状態です。中高年の女性たちが悩ん

でいても、相談の行き場所がない場合、ＡＫＫに連絡・来

所してくる方が多いのです。つらさや不安などがたまって

きてしまい、「電話相談で吐き出させてもらっている」、と

いいます。受け止められている効果もあると思いますが、

こちらが黙って聞いているうちに、「自分で整理が出来て

くる」、といった方も多いです。 
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鶴田：相談例会は今何ヶ所？ 

 

Ｅ：全国に 14 ヶ所です。どなたでもウェルカムで、男女

関係なく参加出来ますが、女性だけのクローズドもありま

す。自分の問題で来ることが基本ですが、会場のファシリ

テーターにもよりますが、利用者さんをアドボケートのよ

うな形で連れてくる場合も「ＯＫ」という場もあります。

実際、私の地元の例会に来られた方は、「援助職として、

自分の地元でＡＫＫ相談例会を開催したい」といって参加

してきました。会員になることと、ミーティングを知るた

めに例会に通っていただくことを条件にしたのですが、継

続して来られて開催にこぎつけました。そして、通ってい

るうちに、焦点が自分の問題に移ったという、とても感覚

の良い人で、そういう意味でアドボケーターで来る人もウ

ェルカムです。どのみち自分の問題に気づくチャンスにな

るでしょうからね。また、ＡＫＫのセミナーに出て、最初

は援助職として学ぼうと思って参加したけれど、話を聞い

ているうちに自分の問題に気がついことも珍しくはあり

ません。 

 

重複障害と相談対応 

鶴田：摂食障害の方の相談はどうですか？ 

 

Ｃ：電話は、よくかかってきます。どう聞いても摂食がメ

インというのであれば、即ＮＡＢＡさんを紹介します。た

だ、摂食とギャンブルやアルコールと重なっている方も多

く、そこは丁寧に聞いて、クリニックや医療機関を紹介す

ることがあります。ただ、摂食単独は、まずないですね。

摂食とウツの場合は、やはりＮＡＢＡさんを紹介しますが、

ＡＫＫのミーティングでは、摂食の話よりも親との関係の

話が大部分です。多分パートナーがいらっしゃっても、親

との関係の話が多い。また、とても若くて社会性もあまり

ないように見える方も、しばらくすると、「実は子どもが

います」、ということも珍しくないです。ウツなど、様々

に重なっているけれど、アルコールや薬物など命が関わる

ような問題を優先的に取り組んでいくことは大切と言わ

れますが、それでも、食べない拒食の方は、やはり摂食の

ほうが優先です。ただ、基本的には主訴を聞いて、本人さ

んが一番悩んでることにあったものをおすすめしていま

す。 

 

鶴田：摂食でご紹介する先は？ 

 

Ａ：グループはＮＡＢＡさんです。病院などで、よく分か

らないものを教えるよりも、「ＮＡＢＡに聞いてみて」、と

いうのが安全なので、「そちらで詳しく聞いてください」

と、伝えています。また、摂食障害に限らず、特に地方で

困るのが、精神保健センターの紹介です。センターは各地

にあるから、そちらに委ねるしかないことがあります。た

だ、精神保健センターの担当者によっても全然違います。

保健所なども、そこにエキスパートがいれば良いけれど、

その辺までは分からないので。逆に、地方の精神保健セン

ターからＡＫＫを紹介され、困ることが多いのです。あち

らも次の手がないのでしょう。こちらに投げられ、頼られ

てしまう。また、医療機関などを安直にお伝えするのは、

誠実ではないと思っています。その辺は本当にケースバイ

ケースですが、命が関わる場合には病院を選んでいられな

いから、「地元で、とにかく総合的にも診てもらえる所を

どうぞ」、とお伝えしたり。でも、一つの病院で、この先

生は良いけれど、この先生はダメというのがありますね。

また、良い先生に限って、他の病院に変わってしまわれた

り、4～5 年かかって慣れてきたと思ったら別の所に移ら

れてしまうことも多いです。先生も病院も、その方との相

性が一番大事なので難しいです。でも、案外、摂食障害の

専門家と言われるような有名な方よりも、町のお医者さん

でも、相性が良いという先生のほうが、よほど良いことは

ありますね。本を出していて、読んだら感動した有名な先

生でも、会ったらガクン（笑）。そうした先生の中には、

「3 年待ち」なども聞きますが、3年も待っていたら大変

です。 

摂食障害についてあれこれ指導するよりも、「そうか、

そうか、つらいんだね」といった一言のほうがよほど安心

だと思います。この先生は聞いてくれるという信頼や関係

性こそが、大切なようです。ただ、脳の機能が落ちてきて

といった場合は、緊急的な対応も必要になりますよね。都

内でも流れつく所は二つ三つ位ですね。また、引き取り手

がない時に、お金さえ払えば入れてくれるというだけで、
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それがイコール良いというわけでは決してありませんが、

でも命を守るためには入れてもらえる病院で、となります。

「決して、そこで治るなどと思わないでください」といい

添えることになりますが。これもそれも全部、ＮＡＢＡの

本やセミナーで学んだことですが（笑）。医者や専門医が

必要なのは、自傷や自殺願望が強い場合に、命を守っても

らうための処方や、ガリガリの時の入院のベット、そして

内科的な検査など、お医者さんにはそれ以上あまり期待し

ないことが大事だと学んできました。 

 

鶴田：ありがとうございます。Ｅさんは、娘さんが摂食障

害でとおっしゃっていましたが、ご自身は摂食障害ではな

いけれど、何かご自身に重なることはありますか？ 

 

Ｅ：もう、もろですね。私はこうした所につながって気が

ついたことは、たくさんあります。当初は、娘の摂食障害

に困って心配していて、「なんで、そういうことやるんだ

ろう」と、ものすごく批判する目が強かったのです。でも

原因は、自分や、自分の親との関係にあるんだと分かりま

した。やはり原家族の中に問題があって、そういうことに

気がつかなかったけれど、ＡＫＫで知ることが出来ました。

そうした体験を電話相談でお伝えすることもありますが、

相手が気づいていない場合は、どのタイミングで伝えるか

は難しい。人によっては、受け止められなかったり、それ

に気づくことによって、その人が壊れてしまうこともある

ので。やはり、ご本人が気づいていくことが、一番その人

の力になることですから。だから充分に聞くことが、とて

も大切になります。 

 

鶴田：そういう方々が自分の問題に気づくのは、どんなタ

イミングですか？ 

 

Ａ：ＡＫＫの本を読んで、気づく人も多いようです。自分

の物語のように感じで、うちの母もこうだった、と感じる

方は、もう気づいてらっしゃると思います。たぶん長い経

過の中で気づいていくのだと思いますが、電話をくださる

方は、ほぼ自分の病を認めてかけてくる方ですね。また、

「私の場合は」とこちらの体験をお伝えすると、とても共

感してくれることも多いので、機会をみてお伝えします。

リピーターさんは確実に、電話をしつつ自分の中を深くと

らえていて、その物語を紡いでいっているという人も一杯

います。すごく混乱してて藁をもすがるという思いの方も

勿論いますが、何度も利用されている人は自己覚知し、そ

れを整理するためにかけてくる人もいます。そういう人は、

トーンが落ち着いています。 

 

摂食障害の相談を受ける工夫 

鶴田：摂食の相談で、特に何か工夫されている点や、ある

いは、こういうケースがきて、すごく困ったことなどあり

ますか？ 

 

Ｄ：先日のセミナーで先生に質問した人が、夫のアルコー

ルのことで話をされていたのに、その内に、「自分は過食

なんだ」という話になって。「寝てる間に夜中に食べて、

朝起きたら袋が一杯開いて驚いた」。そして「元々は 48㎏

だけど 80㎏になってしまった」、と。セミナーに参加され

ている方の守秘義務があるのであまり言えないのですが。

先生は「過食の問題や、寝てる間に記憶がないのは、解離

なのかもしれないです。夫のアルコールは確かに問題だけ

ど、それとは別に、あなた自身の問題として取りくんでい

く必要があるね」と、答えていたのが印象的でした。夫の

問題もあるけど、それぞれ独自に問題があるということで

しょう。たとえば、その夫がアルコール依存症だったら、

暴力や虐待も考えられます。他にも、電話で多いのは過食

の相談で、たとえば、30 ㎏も増えて、みんなと会うのも

嫌で、外に出られない人などです。そう言う人は、夫から

の言葉の暴力のパターンが多い。 

 

鶴田：ご本人でも、母親などでも、相談や相談例会で困り

者の方はいますか？ 

 

Ｅ：あまりいないです。摂食障害の問題でかけてくる人は、

おしなべて良い子です。発達障害かな、と思うような人で

困る人はいます。一方的にまくしたてて、こちらが言葉を

はさむ余地がなくて。言葉をはさむと、気に入らないのか

電話を切ってしまったり。 

また、ここのミーティングでも、地元のＡＫＫ相談例会

でも、困る親もあまりいません。ただ、何回来ても子ども
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の話ばかりで、少しずつ変わっていってはいるけど、角度

がゆるめの人。また、ドロップアウトして来なくなる人は

勿論いますが、他に良い所が見つかったなら良いな、と思

います。何回か通った中で、この人はあまり理解出来てな

いな、という人は来なくなる。でも来続けている人は、そ

の人なりに何か見方が変わっていったり、回復が見られま

す。いつまでたっても、まだ子どもの世話してるな、上の

子が終わったら下の子、と（笑）。上の子の時と同じよう

にバタバタはしているけれど、その時の経験を活かしなが

らやってるんだろうなあ、と静観しています。 

立ち上げた当初の頃は、自分も若くて未熟だったことも

ありますが、来てくれる人が、妙に依存してくることはあ

りました。Ｅさんの所に行きさえすれば、といった幻想を

もたれ、相談の電話が家に直接きて、その辺の距離感や境

界線で困ることは確かにあったのです。当時は私の娘も一

緒にミーティングに来ていて、よそのお母さんの役にたつ

と嬉しいらしく、また、皆さんから「○ちゃん、○ちゃん」

と可愛がられて来ていました。たくさんの人が私の娘を見

て、「自分の子に比べたら、すごく回復してる」と、いう

わけです。私は「何が回復だよ、本当は家ではゲーゲーや

ってるのに。」（笑）と、内心では思っていました。娘も「回

復しているから、うちの子をあなたに会わせたいわ」とい

われることで重くなり、「私は食べ吐き全然終わってない

し、勝手に回復してるなんて決めて、あのお母さんたち嫌

だ！」といっていました。 

その頃は私自身がその人にイライラしていて、言葉に刺

があることは分かっていましたが、その人は案の定来なく

なり、当時の自分を「ああ、未熟でした」と懐かしく思い

出します（笑）。人はまた別の所に行って、その人なりの

回復と成長の道を歩んでいるのだと思います。 

 

鶴田：1 対 1 の電話だと依存的な関係になりやすいので

は？何か工夫をされていますか？ 

 

Ａ：確かに、何曜日には、この人が受けているから、かけ

てくるという人は一人二人はいます。ただ、許容して相手

が理解出来そうな人には、「電話依存もあるのよ」と言う

ことがあります。 

 

鶴田：他にも活動のご苦労はどうですか？ 

 

Ｃ：お金（笑）。マンパワー。関わる人の高齢化などです。

また、すごい攻撃的な手紙が届いて、怖くなることがあり

ました。全然思い当たることはないけれど、他の方から被

害妄想があると聞いて、合点がいきました。また、ミーテ

ィングでお話を聞いていて、私としては、これだけ大きな

問題を抱えていて凄く大変だなと感じても、その方は「全

然困ってない」と言うのです。でも、「こういう時、どう

したらいいんだろう？」と尋ねてきます。「まずは精神福

祉センターに行かれてみては、どうですか」とお伝えしま

したが、否認や抑圧が強いようで気になりますが、無理に、

こじあけるのが私たちの役目ではないですし、別に困って

いないけれども、話したい時ってありますからね。受けて

私たちがストレスを感じる時は、みんなでお茶を飲みなが

ら、シェアリングをしたり、運営委員会が始まる一時間前

位からケースを出しあい、運営委員会で相談をしたりして

います。きつくなったら、お休みする人もいます。すごく

大変で疲れる電話は多く、あまりにも重い時はその場でお

互いに、「ねえ、聞いて聞いて」としています。 

 

連携と、今後の課題 

鶴田：摂食障害に限らず、ＡＫＫさんの連携している団体 

などはありますか？ 

 

Ｂ：多くの自助グループとは、ネットワークでつながって

います。具体的なケースそのものをリファーすることまで

の連携はまだ出来てはいませんが、ＡＳＫさんとは情報交

換しています。また、年に一回、烏山区民会館や世田谷保

健所に体験談のメッセージに伺っていたり、精神保健セン

ターのアルコール依存症と薬物依存症の家族講座があっ

て、その中の家族の体験談を話すプログラムに年に３回、

招かれています。他にも何か催し物がある時、たとえば、

仙台ＡＫＫやＡＫＫ栃木、松本や横浜でのアディクション

フォーラム、そして、ＮＡＢＡさんのピアサポ祭りにも毎

年参加しています。特に、体験談を聞くと、その後の電話

対応のためにもなります。体験談を聞いて仲間の力を得て、

「がんばってる」という話をよく聞いて、それもすごく力

になっています。電話をかけてきた人たちにも、「同じ体
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験をした人たちの自助グループに行ったらいいよ」と心か

ら言えます。 

ＡＫＫは広くアディクション、依存症問題に取り組んで

来ましたが、やはり家族の立場が多く、多くの家族が抱え

ている共依存の問題は、あらゆるアディクションの根底に

あるものだと思います。対人嗜癖の、もっと根本にあるの

はたぶん母子関係とかお母さんとの愛着の問題に派生し

ていて、すごく共通してるものだと思います。家族の問題

で来る人たちがいる一方で、逆に、自分のアルコールの問

題でＡＡや断酒会など様々なグループや治療につながっ

ていき、落ち着いてから、今度は自分も表面のことではな

く、ＡＫＫをという方も多いです。ＡＫＫの面白い点は、

アルコールや薬物を止めた後のご本人たちも、関わろうか

な、と言って関わり始め、そういう広い多様性が感じられ

る点です。また、当事者だけではなく、よほど病気が重い

人たち（笑）と言われる、専門職の方も、市民団体として

のＡＫＫに関わってくれています。みんなそれぞれ何かあ

って、それに気づくか気づかないかはありますが、「問題

がない人は、いない」とも言われます。援助職と本人たち

の境目がない点も、ＡＫＫのユニークで面白いところだと

思います。みんな、専従もボランティアですし。 

 

鶴田：ボランティアというより、皆さん、持ち出しですよ

ね。それでもＡＫＫに関わり続けているのは？ 

 

Ａ：まずは、私は自分自身のためになっていることです。

電話をとっていても、「そうですよね」と、すごく共感出

来ます。様々な所に関わって、家族の方へ「回復者の体験

談は、とても希望がもてますよ」と伝えることも出来ます。

よく「足で稼げと、あちこち行くことによって、様々なこ

と得られますよ」と伝えたりしています。また、ここに来

ると安心出来て、何の話をしても共感してもらえ、シェア

出来るのが嬉しいです。以前の私は、いつも孤立して、み

んなでいても私だけがどうしても浮いてしまう感じがし

ていました。あまり自覚はしていなかったけれど、とても

緊張して、失敗してはいけないとカチンコチンだったのが、

徐々に徐々にゆるん出来て、本当の意味で、いいかげんに

なってきて楽になりました。みんなと一緒にずーっとやっ

てきたプロセスの中で、育ててもらえたなという思いがす

ごくします。とにかく、来ると元気になれる。みんなの顔

を見るとなんだか元気になって安心出来て、本音で話せて。 

 

Ｅ：私の固い価値観が、それぞれの人の感じ方を聞く中で、

広がっていき、生きていくことも、夫や娘や母親との関係

も楽になりました。自分自身を振り返ると同時に、人への

理解が深まった場です。ここに関わらなかったならば、問

題を抱えた人たちを、偏見の目で見ていたでしょう。でも、

この人たちの問題は病気の一つと理解して、そこから少し

でも良い状態になれるように何かが出来たらと思ってま

す。また、問題は違っていても、悩むというところでは、

つながりがあるのを感じ、苦しみを分かりあえることがあ

ります。それがとてもありがたいし、こちら側も支えられ

ています。やはり自分自身のためですね。そして、私はＡ

ＫＫばかりではなく、つらい時にはＣＯＤＡや、やどかり

やＮＡＢＡなどを渡り歩いていて、それぞれのミーティン

グの場でみんなから力を一杯もらえ、それが肥やしになっ

ています。今、ＡＫＫで出会ってきた人々や、活動の様々

なことが走馬燈に浮かびますが、これからも、私たちの場

であり、市民団体であるＡＫＫをみんなで守っていきたい

と思います。 

 

鶴田：ＡＫＫの皆さんから、一人の女性、人として回復・

成長されてきた力強いメッセージをありがとうございま

した。 
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ヒアリング ２  

 

 

 

リブ女性ハウス 

 
リブ女性ハウスは、2008年に設立された女性の依存症者のための生活サポー

トセンターです。東京都練馬区に一軒家を借り、デイケア・ナイトケアを行っ

ています。 

リブ女性ハウスでは、依存症で失ってきた「生活」を取り戻すことが、依存

症からの回復に何よりも大切だという視点をプログラムの基礎に置いていま

す。対象者はアルコール・薬物・ギャンブル依存症、摂食障害などの問題を抱

えた女性です。入寮定員は 6 名で、現在、入寮者の他に 15 人ほどの仲間が通

所プログラムを利用しています。また、家族の相談や教育プログラムへの橋渡

しなども行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 住所 〒177-0033  東京都練馬区高野台 3-33-28 

 

□ 電話／ＦＡＸ ０３‐３９９５‐９６３９ 

 

□ メール ― 

 

□ ホームページ ― 
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リブ女性ハウスの設立経緯 

鶴田：本日は、リブ女性ハウス施設長の石井敦子さんにお

話を伺います。では、まずハウスの設立経緯をお聞かせく

ださい。 

 

石井：ここは 11 年前から女性のためのハウスとして使い

始めました。 

 20 年前に夫と私の 2 人で、マック・リブ作業所という

アルコール依存症の人たちのための作業所を開設したん

ですが、その活動をする中で、山谷のホームレスというか、

もう行き場のないアルコール依存症の人たちとの生活が

出来る場を探していたんです。その時に、マック・リブ作

業所の支援者だったこの建物の大屋さんが、「どうぞ使っ

てください」って、敷金も権利もとらないでお家賃だけで

ここを貸してくれたんです。だから、初めは、男性 6 人

と女性は私だけの 7 人で、家賃を出し合って共同生活を

する場で。ただね、男性たちが土日にギャンブルをやった

りしたので、男性と一緒に住むのはだんだんしんどくなっ

ていったんです。 

それで、一時は、ここに住む人がいなくなったんだけど、

ちょうどマック・リブ作業所に、摂食障害の若い女性のＪ

さんが広島から来たんですよ。当時の彼女が「東京にいる

1 週間のうちにステップを終えて、それから広島に帰って、

OA（摂食障害の自助グループ）を開きます」って言うので、

私は「それは無理だと思いますよ」って答えて（笑）。で、

ちょうどここが空いているから、「1 回帰ってご両親と相

談して、もしよかったらここに住んだらどう？」と提案し

てね。それで、当時は女性のハウスがなかったので、ここ

を女性ハウスとして使おうということに決まりました。そ

れが 11年前です。 

 今から 5 年前に私はマック・リブ作業所を退職したん

ですが、その 1 年位前から、陽江さん（ダルク女性ハウ

ス）や桃エさんに相談しながら、ここを女性の施設として

やってみようかって考えていて。伊波先生（雷門メンタル

クリニック）にも「応援するよ」って言っていただいて、

それで、退職してから正式に「リブ女性ハウス」と名乗る

ようになりました。だから、リブ女性ハウスの設立は、今

から 5 年前になります。 

 周囲の方々の後押しに支えられて、一番最初は、Ｊさん

やＳさんなど、5 人のメンバーで始めたんです。それがお

かげさまで 2 年前には大きく 3 周年記念セミナーも開催

させていただきました。 

 

鶴田：前にお勤めされていた、マック・リブ作業所につい

て、もう少しお話いただけますか？ 

 

石井：マック・リブ作業所は、20 年前に夫と 2 人で開設

し、築き上げた所です。後にＮＰＯを取れたんだけど、人

数の制約があって私は職員扱いではなくて相談員として

働いていたんです。だからお給料もほとんどもらえないし

ボーナスもない状態でした。 

  

鶴田：そうだったんですね。マック・リブ作業所と、リブ

女性ハウスとの違いはどんなところですか？ 

 

石井：マック・リブ作業所は男女一緒でした。ただ、最初

は依存症の病院が、ばーっと 8 ～9 人の女性を紹介して

くれて、男性がいなかったので、女性の作業所と間違えら

れていたりもしたけど。その後、他の施設からも利用者さ

んが来て男性も入ってきたんだけど、それでも女性がとて

も多いから毎週水曜日に女性クローズドをやっていて。そ

の頃に通っていた人の中には、今は、Ｉｎｄａｈ（インダ

ー：横浜にある依存症の女性の施設）を開所した小嶋さん

もいました。 

 

鶴田：私もずっと女性の施設だと思っていました。石井さ

ん（夫）と敦子さんが施設長を退く形になってから雰囲気

が随分と変わったと聞いていますが…。 

 

石井：途中から雰囲気が変わってきたんですよね。代表に

なった男性がマッチョなタイプで、今は施設名も変わって、

「ワンステップ」となりました。 

 

鶴田：はじめの女性中心だった頃と、男性の代表が入って

きてからとで、どんな変化がありましたか？ 

 

石井：そうですね…。代表が変わってから、私はあまり男

性のほうには口を出さなかったから。ただ、男性が女性に
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ちょっかいを出すことにはとても厳しくしていました。た

とえば女性のメンバーがミーティング場で男の人とイチ

ャイチャしていると、私は「タバコも吸わないのに、そん

なとこに行ってちゃだめよー」と言うの。すると、「あの

人は良い人だから」とか答えるんだけど、「良い人が病院

に入ってるわけないでしょっ」って（笑）。 

 

鶴田：（笑） 

 

石井：だから男女問題には私はすごく厳しかった。正直な

ところ、よくくっついてしまう人がいるでしょ。みのわマ

ックの当時の施設長の山本さんと年中カンファレンスし

ながら、あっちは男性の多い施設だったから、男性はそっ

ちに行ってもらって、女性は私の所に入れるような対応を

してました。そういう男女はミーティングが終わった後で

も会ったりしてしまうから、離そうとしたら、北海道や九

州に行ってもらうくらいしなきゃ無理だから。だからもう、

くっついて肉体関係結んじゃったものはしょうがないか

ら、彼女彼らのスポンサー（後から来た仲間に助言や提案

をする経験の長いメンバー）同士できちんと話し合いをし

ていただいて、それで約束を守りながら、一年間待ちまし

ょうといった提案をするようになりました。約束をきちん

と守った人は結婚していくし、守れない人たちはスリップ

（再び飲酒してしまうこと）したり、施設から離れていく

という感じでしたね。そんなふうに男女関係の対応をして

きました。だから、男女関係は外側から無理して離すとい

うことはしませんでした。 

 

鶴田：敦子さん自身はマック・リブ作業所で、女性として

代表をしていらしたのですよね？ 

 

石井：違うんです。代表は石井（夫）だったから。私はど

ちらかというと外回り、まあ要するに精神保健センターや

病院へのメッセージや、荒川の酒害相談など、そっちの「営

業」のほうをやっていました。 

 マック・リブ作業所を始めるきっかけになったのは、作

業所を作る前の 2 年間、山谷マックを借りて女性クロー

ズドのミーティングをボランティアで始めたことです。と

ても多くの女性の依存症の人たちがワーッと来てくれて、

それでこれだけ女性がいるならということで。また、ちょ

うどみのわマックも板橋区に移転したから、荒川区にアル

コール依存症の施設がないからということで、石井が日暮

里にマック・リブ作業所を作ったんです。名前に「作業所」

ってつけたのは、アルコール依存症の施設と言うと、不動

産屋や地域からの反対が多いから、いろんなリサイクルの

作業をするという名目で借りちゃったのよ（笑）。 

 石井は表だって何かする人ではなく裏でコツコツやる

タイプだし、私もとにかく自分が楽しむよりはみんなに楽

しんでもらえればと考えていろいろやってきたんです。イ

ベントのある時はいろんなゲームをやたっりしてお腹の

底から大笑いして、後でみんなの良い思い出に残ってるそ

うです。 

 

鶴田：そういう経緯だったんですね。では、敦子さんが今

いらっしゃる、リブ女性ハウスの特色や、大切にされてい

ることをお話しいただけますか？ 

 

石井：アルコール依存症からの回復には、ただ単にアルコ

ールを止めるだけじゃなく、様々な楽しみがあるんだとい

うことを、私自身がＡＡ（アルコール依存症の自助グルー

プ）や様々な施設で教えていただきました。そういう所に

いった時に、女の人がみんなでエプロンしてね、楽しくは

しゃいで料理や何かしているのを見て、ここにいる子たち

も、お酒を止めるだけじゃなくて、ちゃんと生活をしてい

けるようになったら、嬉しいなと思ったんです。 

 平均して見ていると、お酒をただ止めているだけだと、

何かあって感情が波立った時にやっぱり飲んじゃうんで

す。ところが、厳しいかもしれないけれど、ここである程

度いろんな常識を学んでいくと、ここにいる時はうるさい

なあと思っていても、外に出たときに周囲の人たちから

「あんたは良い親に様々と教えてもらったね」と言われる

って。みんな、親に教えてもらったと思うみたい（笑）。 

 世の中に出てみて、アルコール依存症だから、摂食障害

だからって、自分が常識知らずだって思ってなんとなく引

け目を感じたままだと自信もつかないしね。 

 

鶴田：症状が止まっても、世の中で生きていく時に、強い

自己否定感や自尊心の低さが残ったままではつらいし、リ
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ブ女性ハウスはその点、生活をしていけることを大切にし

ていますよね？ 

 

石井：私自身も、親に教わった常識や生活していくやり方

なんかを、飲んでいた時には一切出来なくなってしまいま

した。自分でも自分はすっごい壊れているなと感じたのは、

洗濯の時に、洗濯機に水をいれてから石鹸の泡が消えて終

わるまでの 45 分間、ただジーッと見ている自分に気づい

た時です。 

 

鶴田：（笑） 

 

石井：以前はガスを 3 台使いながら料理出来た私が、こ

こまで頭が壊れてしまったんだと分かった時に、「ああ、

アルコールとか摂食、薬物というのは怖いんだなあ」って

思いましたよね。 

 

石井敦子さん自身の体験 

鶴田：少し横道にそれますが、敦子さん自身がアルコール

依存症になったそもそものきっかけをお話しいただけま

すか？ 

 

石井：やっぱり子どもが死んだことが大きいと思います。 

 

鶴田：そうでしたか。おいくつの時？ 

 

石井：私が 19の時。 

 

鶴田：そうですか。当時ご結婚なさっていて？ 

 

石井：そうそう。まあ、出来ちゃった婚だったんです。 

 

鶴田：お子さん亡くされて…というの、それは産まれてか

ら？ 

 

石井：産まれてから 2 ヶ月で。それからは、もうどうで

もいいやって彼とは別れて、すぐに水商売に入って。それ

で 2 度目の結婚をした時も…私は意外と男に尽くすタイ

プなんで。お金で貢ぐタイプ。でも、その相手の人が友人

とできちゃってね。 

 

鶴田：敦子さんのお友だちと浮気を？ 

 

石井：そう。それで、出刃包丁をもって殺しに行ったけど、

出来なくてさ（笑）。 

 

鶴田：出来なくて良かったですね（笑）。 

 

石井：3 度目の結婚は、相手はとてもちゃんとした建築技

師で良い人だったんだけど、今度は私がもうアルコールと

薬でひどくなっていて、それで手首を切ったり、その後も

なんだかんだありました。 

 

鶴田：そうでしたか。摂食障害もその頃ですか？ 

 

石井：摂食はもっと前から。ＡＡにつながる前。働かなけ

ればならなくて。私が 19 の時に、母親がガンで死んでい

たから。 

 

鶴田：19 歳の時にお母さんも亡くなって、お子さんも亡

くされて…、大変でしたね。 

 

石井：そうですね。それから、私が高校に入る時に、戸籍

謄本から母親も父親も本当の親ではないことが分かって。

産みの親は名古屋にいたんですが、すごく良い家だったの

よ。それで産みの親に「なんで私をこの家にくれたんだ」

と文句を言いに行ったんだけど、後で聞いたら、私の産み

の親は、私が「死産だ」と言われたらしいのね。今の私の

親に子どもがいなかったから。だから、私の母親もそうい

う悲しい思いをしたというのが後で分かったわけ。でもそ

の時は私、聞く耳を持っていなかったから、産みの親にさ

んざん文句言ったんだけど。 

 

鶴田：水商売を始めてからお酒を飲むようになっていかれ

た、その頃にもう摂食障害はありましたか？ 

 

石井：摂食が始まったのは、23 歳位の時です。お酒を飲

んですごく食べるようになって、2 年ぐらい過食を。結局
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は、私が「ああはなりたくない」と思っていた自分にどん

どんなっていくのが、すごくみじめで、最後は身体まで売

るようになって。その頃はちょうどバブルだから、二千万

円くらいばんばん稼いで、2 年間働かないでお酒飲んでギ

ャンブルやって食べ吐きしてたのよ。まあよくやったと思

う（笑）。そしたらお金が底ついてきて。摂食で顔はむく

むし仕事に行けないし、これはもうだめだと思って、苦し

かったけれど摂食止めて、それからは、処方箋の睡眠薬や

鎮痛剤に依存していきました。もう天井裏には何千錠も薬

を隠してて、それを眺めてはニコっとしてね（笑）。 

 

鶴田：もうだめだっていう、いわゆる「底つき」は、いつ

ごろになりますか？ 

 

石井：3 度目の離婚の時。離婚してから 3 年もたなかっ

た。まだソープランドにいたからお金はあったけど、「私

は売春で指名手配されている」みたいな幻聴や妄想が出て、

それで川崎の警察署に連れて行かれて。裸にされて調べら

れたけど注射の跡がないわけよ。それで「なんだ、女のア

ル中だ」ってことで家に帰されて。その時に大家さんが保

健所に電話してくれて、そこですぐ入院して福祉にかかっ

て、入院中に病院からＡＡにつながりました。 

 

鶴田：石井さんと結婚したのは？ 

 

石井：私のソブラエティ（お酒を飲まないことを出発点と

する新しい生き方）が 7 年になった、46 歳の時です。今

の、リブ女性ハウスも、最初は夫婦で職員になるのは難し

いと思っていましたが、周囲の人たちが「応援するから夫

婦でやりなよ」って言ってくれて。夫婦でやってきたから

こそ、こうして、たくさんの仲間たちがつながってきてく

れる施設になって、やってこられたと思います。 

 

リブ女性ハウスに来る人たち  

鶴田：ここに来る仲間っていうのは、アルコールや薬物、

摂食障害など、どんな方がいらしてますか？ 

 

石井：最初はアルコールや薬物依存症を対象にするつもり

だったんだけど、みんな、アルコールと摂食が重なってい

るんだよね。 

 私は過食や嘔吐を「やるな」とは言わないけど、「やる

んだったら、ここは建物が古いから、公園のお便所に行っ

てやってきて」とか、「朝昼晩はきちんと食べて間食しな

いように」とか言ってきました。それから、みんなで一緒

にご飯を食べる時に、「そんな抱えこむような食べ方はだ

めだよー」とか、いろんなことを教えながらやっていくう

ちに、みんな、症状が段々と落ち着いてきます。 

 石井（夫）は昔の人間だから、大皿にドーンとよそって

「取りたいだけ取れ」というやり方をしたがるけれど、今

は、どんなものでも全部小皿によそって、量の目安が分か

るようにしてますね。 

 たまに旅行なんかに行く時も、これが一人前の料理なん

だよって、わざわざ懐石料理を安く頼んだりするの。そう

すると、おしんこでもなんでも、10枚も 20枚も食べる人

がいて、「おしんこはカツ丼にだって、たくあん 2 枚でし

ょ」って（笑）。あと食べ物を取っておこうとする子がい

るから、「取っとかなくていいから！」って言ってね。こ

の前旅行した時も、摂食組の人たちには、食事の時はそば

についてて、「これ食べ過ぎ？」とかって聞いてくるから、

「もうこれ以上ダメ！」なんて言って（笑）。 

 特に、発達障害がある子は、後で言っても分からないん

だけど、その場で言うと分かる。察することが出来ないか

ら、「こう言えば何となく伝わるだろう」というのではだ

めで、その場ではっきり言ってあげると良いというのが、

最近分かってきましたね。 

 

鶴田：ここには今、通所の方と入寮の方がいらっしゃるん

ですか？ 

 

石井：通所は二人ぐらい来ていますが、今は新しい人は断

っています。私が今、身体の具合のことがあって、ミーテ

ィングの司会も出来ないから。 

 だから、今は基本的には入寮してもらって、土曜日の午

前中には、ここを出た子たちも来たりするので、15～16

人になります。それで、スタッフの仲間を中心にミーティ

ングをやっています。 

 ここを出た子たちが、支える会を作ってくれて、第一日

曜日には、毎月 12、3 人で集まって活動してくれていま
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す。その日はね、お誕生月の子がいると、ここで出前をと

ってみんなでお誕生日会をやっているの。 

 

鶴田：ああ、みんなが家族というか、ここがおうちみたい

ですね。…話を戻すと、アルコールや薬物の仲間には、今

はもうほとんど摂食障害があるということですね。 

 

石井：今ここにいる子では、アルコール単独は一人しかい

ないです。摂食障害単独の人も一人だけ。摂食の他には、

この頃は発達障害であると分かった人が出てきて大変で

す。 

 

鶴田：入寮は、今は何人いますか？ 

 

石井：今は 5 人です。今、3 ～4 人、入れてほしいとい

う人がいるんだけど、私たちの健康状態や住居の広さから

も、今はこれが精一杯で。365日、食事作りやら相談やら

ゆっくり寝られる時はないです。それから、うちでは、入

居者からは一銭もお金をもらってないから。 

 

鶴田：えっ、そうなんですか?! 

 

石井：一銭ももらってないの。お昼ご飯だけは 350 円で

提供して、朝晩は自分たちで買ってきたパンやお弁当を食

べたりしてもらっています。日曜日はみんなが交代で、Ｏ

Ｇも来て、食事作りをして夕飯を一緒に食べることになっ

ています。そして、お金の管理は、まだ石井（夫）がやっ

ています。 

 

鶴田：それは個人のお金の管理ですか？ 

 

石井：そう。それぞれに持たせてしまうとすぐに全部使っ

ちゃって危ないから、15 日分で 2 万 5 千円ずつ渡して。

これはミーティングに行く交通費も含めてて、あとは「必

要な時に言ってね」と伝えてやっています。一月で大体 5

万円。みんな、2 ～3 年はここにいるから、出ていく時ま

でに石井が貯金してあげていて、そのお金でアパートを借

りられる。私が知っているリサイクル屋で家具なんかを揃

えられたりするから、アパートを借りて生活を始めるのに

も全然困らないということがあります。 

 

鶴田：リブ女性ハウスにつながってくる仲間たちは、どん

な経緯ですか？ 

 

石井：病院や行政関係、あとはＡＡのスポンサーや他の施

設から勧められて来る人も多いですね。 

 

鶴田：家族からの相談もありますか？ 

 

石井：電話での相談は年中あります。最初に本人と面接を

するんだけど、お母さんもお父さんも病んでいる場合が多

いから。もう何十年も家族会に出ているのに目を覚まさな

い家族もいるけど、逆に、本人がうちなんかにつながった

ことをきっかけにして家族全体が健康になっていく場合

も多いんです。だから、入寮している子の家族とは年中電

話で近況報告をしあっています。ここにいる子たちにはそ

のことをいちいち言わないけど、連絡はまめにしています。 

 

鶴田：家族との協力体制が取れているんですね。連絡以外

にはどんな協力の形がありますか？ たとえばお金を出し

たり？ 

 

石井：家族の方にはけっこう農家の人が多いから、お米や

野菜などを送っていただいて助かっています。資金は、う

ちは献金だけだから。 

 

鶴田：えっ、じゃあ活動資金は支援者からの献金だけなん

ですか？ 

 

石井：そう。正直、苦しいです。石井（夫）は自分のお金

をちょこちょこおろしていて、私は「そこまでしてやるこ

とないでしょ」って言うんだけど、結局、私もやっちゃう

んだよね（笑）。 

やっぱり不景気だし、これまで応援してくれていた人た

ちが高齢になっていることもあって、苦しいですね。だけ

どＯＧの子たちが「支える会」を始めてくれたりしている

ので、ここは乗り切っていこうとがんばっています。 
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摂食障害者への対応の工夫 

鶴田：敦子さんにも、石井さんにも、頭が下がるばかりで

す。すでにいろいろ話していただきましたが、摂食障害の

人ならではで気をつけている対応や、工夫しているプログ

ラムがあれば教えてください。 

 

石井：そうですね、たとえば買い物に行く時にはこっちに

声をかけてから出かけてもらうようにしています。そうし

ないと隠れて過食していたりするから。帰ってきたときに

顔を見れば「やってきたな」って分かるけど、「やったで

しょ」とは言わないで。ただ、嘘をついてやっていると本

人が苦しくなるのを知っているから、「つらいのはあんた

でしょ」って言ったり、声かけを大事にしていますね。 

 ここには必要以上の食料を持ちこんではいけないとい

う条件があるけど、こっそり持ち込んでやってしまうこと

もあるからね。いちいち、毎日部屋を見たりはしないけど、

私は時々、「みんな出しなさーい」って言って、それぞれ

のお部屋の冷蔵庫の点検をすることもあります。 

 

鶴田：でも、さっきのお話だと、わざわざ注意はしないん

ですよね？ 

 

石井：変な食べ方をしている時は注意をしています。「そ

の食べ方はおかしいよ」とか、「それじゃ外に行ったら通

用しないよ」とかって。ほら、揚げ物の衣を取ったり、な

んでもごちゃごちゃ混ぜたりするでしょ（笑）。食べられ

ないなら最初からそう言うか、2、3 切れだけにしてくだ

さいとか言いなさいって。それから、「美味しい物が食べ

たい」って言い始めた時は、ああ危ないなって分かる。こ

の子たちの言ってる美味しい物って、要するにメンチとか

カラアゲとか油でギタギタの物だから（笑）。そういう時

は、「食べたい欲求が入ってるから気をつけなよー」って

声をかけます。 

 ただ、あんまりひどい状態が続く時には、出ていっても

らうことも条件になっています。 

 

鶴田：敦子さんが摂食障害の仲間の対応をする中で、彼女

たちに特徴的な行動というか、サインのようなふるまいが

何かありますか？ 

 

石井：黙ってスーッとお使いに行く時は、これはもう過食

をやりに行ってるなあと思います。そういう時は、案の定

だいたいやってる。隠し事するようになったら、危ないで

す。自分から言ってくれることはなくて、私が「どうした？」

って聞くと、「やりました」って、そこはみんな、正直に

言ってくれます。 

 最初の頃は、「やっちゃだめよー」って言っていたんだ

けど、そうすると、よけいに隠れてやるのが分かってきて。

「やったでしょ？」って聞くようなやり取りは、アルコー

ル依存症の人に「アルコール飲んだでしょ？」って聞いて

も「飲まない」と答えるのと同じなんだと分かりましたね。

アルコールも薬も摂食障害も全部、言い訳は同じです。だ

から怒っても逆効果。本人が「何とかしてください」って

言うまでは、黙ってほっぽっておきます。ただ、自分の部

屋に飲み物や食べ物のカスをほったらかしているような

時は、厳しく叱ります。 

 そういうのがあまりにも続くようだったら「もうちょっ

と入院しようね」とか、「もうここを出ていってもらうし

かないよ」と伝えると、本人が変わることが多いですね。

いったん出て行ってから、施設の前までは帰ってくるけれ

ど、「もう敷居が高いから入れない」と言う子もいて、「表

で騒いでてもしょうがないから、誰か引っ張って連れてき

てー」とか、スタッフの子に「その辺にウロウロしてるか

ら迎えに行ってやってー」とか、そういうこともあります。

それも必要な時期なんだろうなあ、と思っています。 

 

他団体との連携とハウスのこれから 

鶴田：他団体との連携はどうですか？ 

 

石井：他団体との連携だと、伊波先生の雷門メンタルクリ

ニック、東京足立病院とそこの看護師さんたち。それから

ＡＡやＯＡなどの自助グループ。それから横浜のＩｎｄａ

ｈや、全国のマックは何かあったらお互い様で、「うちの

子そっちにいい？」とか、「ここはあわないからそっちで

お願い」みたいに連携しています。それから、「あなたは

ＮＡＢＡがいいんじゃないの」って、連絡先を紹介するこ

ともあります。 
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鶴田：ＮＡＢＡでも、アルコールや薬物が主な問題の場合

には、こちらに大変助けられています。時期や状況によっ

ても、必要なことが変わりますよね。 

 

石井：連携とは少し違うけど、ここのＯＧが全国に散らば

って、就職したり、結婚したり、子どもを産んだりしてか

らも連絡をくれます。地元で自助グループをやってくれて

いる子もいるし、みんながんばっているのが分かって、嬉

しいなと思います。 

今、家族との連携もうまくいっていますね。つらかった

けど、ここまでやってきて良かったなって。すごく自分も

助けられているなと思います。ひどい状態だった子が生き

生きと回復していく段階をずっと見させていただいてい

ることが嬉しいです。 

最近は、私がつらいことをスタッフやってくれている子

たちに聞いてもらえるようになって楽になった。この間も、

お金の失敗ばかりしている子がいて、言ってもぜんぜん本

人がケローっとしてるから、もう私、ここで大泣きしたの

よ。 

 

鶴田：泣くことも大事ですよね。 

 

石井：泣いた泣いた（笑）。もう、ダメだった。でも今は

この子たちがいてくれて、聞いてくれますから。いろいろ

やってくれてすごく助かっています。 

 

鶴田：敦子さんがこれだけ苦労されていることはなかなか

伝わっていないかもしれませんよね。大泣きくらいのこと

をしないと…。 

 

石井：まあ、そんなこと分かってくれる人は少ないのよ。

でもそれはそれでいいと思っているし。桃エちゃんと同じ

で、とにかく仲間が大好きだからさ、私（笑）。一度「あ

の子はだめだ」と思うと、もうずっとだめなままだと思い

こんでいる人がいるでしょ。でも、どこで良くなるかは分

かんないじゃない。良くなった時は私もすごく喜ぶよね。 

 スリップしたり、ここにいられなくなるようなことをし

た時、普通の施設ではダメなんだけど、「スリップしても、

この子はまだやれそうだな」って私も石井も思う場合はい

てもらいます。もちろん、もう無理だなって子には、出て

いってもらうこともあるけど。 

 

鶴田：これからハウスをどうしていきたいなど、何か望む

ことはありますか？ 

 

石井：正直言って、私も石井ももう歳だから、「ここをや

めようかな」と思うこともあります。特に前の大家さんが

亡くなって息子さんの代になってから、この物件が一年契

約になって、維持していくのも難しくなっちゃった。だか

ら、石井ももう「福祉にでもかかって、俺たちは俺たちで

やろうか」と弱気に言うこともあります。でも、ここの子

たちがみんな、一所懸命やってくれているし、今からでも

遅くはないから、ＯＧや、ここの子たちにメッセージにも

っと積極的に行ってもらいたいです。どこへ行っても、こ

の子たちのメッセージは評判が良くて、行った先々で「石

井さんの所をお手伝いしてあげたいね」と言っていただけ

て。だからここの子たちに、今まで学んできたことをやっ

ていってもらえれば、継続出来るんじゃないかと思ってい

て。私たちも隠居じゃなくて、この中にいて、何かまだま

だやっていけることがあるかなという希望が出てきまし

た。 

 ここを利用してきた人たち、さんざん困らされた子たち

に、むしろ私たちが支えられてきたし、関係者の人たちに

も応援してもらってきたお陰で、ここまでやってこられま

した。本当に感謝の気持ちを忘れず、やっていきたいと思

います。 

 

鶴田：敦子さんや石井さんの長年のご苦労や、お二人のお

人柄の深さやあたたかさが伝わってくるお話に感動しま

した。今日は長い時間、本当にありがとうございました。 
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ヒアリング ３  

 

 
 

ウィメンズアディクションサポートセンター  

オ'ハナ 
 

(特定非営利活動法人 ジャパンマック) 

 
オ'ハナは、特定非営利活動法人ジャパンマックが運営する女性の依存症者

のためのリハビリテーション施設です。アルコールをはじめとして、ギャンブ

ル、薬物、摂食障害、買物など、多様化する依存症からの回復と成長を目指す

女性をサポートするための活動を行っています。ジャパンマックは、1978年 6

月、依存症者の回復と成長をサポートするアルコール依存症者のリハビリテー

ションデイケア施設「三ノ輪ＭＡＣ」として発足しました。2002年には特定非

営利活動法人となり、現在は、デイケア施設「みのわマック」を中心に、八つ

のデイケア・ナイトケア施設を運営しています。 

 

 

 

 

 

 

 

□ 住所 〒114-0023 東京都北区滝野川 6-76-9エスポワール・オチアイ 501 

 

□ 電話 ０３‐３９１６‐０８５１     □ＦＡＸ ０３‐５９７２‐４７７３ 

 

□ メール ※ホームページにメールフォームがあります 

 

□ ホームページ http://japanmac.or.jp/ 
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※オ'ハナの職員である二人の女性にお話を伺いましたが、

プライバシーの都合上、お名前を伏せた形で掲載させて

いただきます。 

 

みのわマックとオ'ハナ 

鶴田：本日は、ジャパンマックの運営する依存症の女性の

ための施設「オ'ハナ」の取り組みについて、職員の方に

お伺いします。まずは、それぞれこちらの職員になられた

経緯をお聞かせください。 

 

Ａ：アルコールがどうしようもなくなって、私はアルコー

ル依存症者の相互支援グループ（自助グループ）だけだと

やめられなかったので、精神病院からみのわマックに１ヶ

月通って、その後は女性の宿泊施設であるロイスに入寮し

てプログラムを 1年半うけました。それから家族と離れて

一人暮らしをして、自分のプログラムに専念させてもらい

ました。 

 

Ｂ：私もアルコール依存症者で、精神病院 2回目の入院の

時にみのわマックにつながったんですが、1回目の通所の

時はスリップ（再び飲酒してしまうこと）して来なくなり

ました（笑）。で、そのまま入院して、そこからまたロイ

スにお世話になりながらみのわマックに通っていたんで

すけれど、また 9ヶ月目にスリップして。それでまた違う

病院に入院してＹマックにつながったんですけれど、そこ

でもスリップして。で、また入院させてもらって、今度は

Ｓマックに入寮して、入所が 3年で 2年目からスタッフを

やらせていただいて、それからこちらに来ました。 

 

鶴田：ありがとうございます。それでは、みのわマックの

発足からの経緯をお聞かせください。 

 

Ａ：元々は三ノ輪にあった「みのわマック」から始まって、

今年が 35 周年になります。現在の板橋に移ってきたのが

18 年前。伝統あるみのわマックだから、場所は移っても

名前はそのまま残していますね。今はＮＰＯ法人ジャパン

マックが母体になって各施設が活動しています。 

 

鶴田：みのわマックはアルコール依存症の施設のさきがけ

で、他の全国の施設のモデルにもなってきたと思いますが、

その特色などを聞かせてください。 

 

Ａ：アルコール依存症者によるアルコール依存症者のため

の回復支援施設です。一日三回のミーティングを 365 日、

毎日続けていくのがプログラムの基本です。 

 

鶴田：私が自助グループにつながった 20 数年前は、施設

に行くのにスカートやお化粧は禁止なんて聞いたことが

ありますが、そんなこともありましたか？ 

 

Ａ：スカートは今でも遠慮していただいています。お化粧

は派手でなければ大丈夫ですね。 

 

鶴田：依存症の回復途上の男女が付き合うことを俗に「13

ステップ」といったりしますが、男女混合でプログラムを

やっていくなかで、その辺はどうでしょうか？  

 

Ａ：いくら禁止といっても、付き合う時は秘密でつきあっ

ちゃいますよね。でも、ばれるんですよね。どちらかとい

うと男性のほうが飲んでしまうケースが多いです。 

 

鶴田：女性だけの施設であるオ'ハナやロイスが出来た経

緯にはそういうこともあったんでしょうか？ 

 

Ａ：男女間のトラブルは、利用者だけでなく職員間でも、

いろいろとありました。相互支援グループもそうですが、

女性のクローズドグループの方が話しやすい等の場合も

あります。安心して自分のことを話せる環境を作っていく

ということが大切だと思っています。 

 

鶴田：男性と一緒のミーティングと女性だけのミーティン

グは、どんな違いがありますか？ 

特にどんなところで男性の前だと正直になれなくて、女

性の中にいると正直になれるのですか？ 

 

Ｂ：私は女性の中で解放感を味わうというのが良かったで

す。私は男性が苦手で、男性がいると話せないことがあっ

たので。女性の中でも最初はちょっと閉鎖的に感じたんで
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すけれど、一日一日一緒にいる時間が増えていく中で、信

頼出来て、話したくなかったことも話せて楽にさせてもら

いました。私は子どもがいても飲んでいたので、病気とは

いえ子どもにひどいことをやっていて、そのことがとても

苦しくて話したくても、男性の中にはあからさまに嫌な顔

する人もいるんですよ。ここでは話してはいけないんだな

という感じ。女性でも分かってくれない人はいますが、男

性よりは共感してくれる部分があると思えました。女性の

先行く仲間の話も、同じように子どものことで苦しかった

と聞けたので、本当にありがたかった。親や兄弟への罪悪

感も抱えるけれど、子どものことは母性があればあるほど

苦しくて、その辺りの分かち合いをしていただけたのはあ

りがたかったです。 

 

Ａ：私も子どもがいるのですが、妊娠を中絶していること

があり、それは男性の中で言えなかったし、旦那とのセッ

クスの問題もやはり話しにくい。女性クローズドでやっと

話せるようになったというのはありますね。 

 

鶴田：今は、ミーティングだけでなくオ'ハナという形で

分かれて活動していて、いかがですか？  

 

Ａ：私自身はやはりこちらのほうが、自分たち女性だけの

ことをやれば良いので、とってもやりやすいです。 

みのわマックでは、男性スタッフがいない時に男性から

の相談も受けたりしていますからね。結構大変です。たと

えば、退所した人が飲んで入ってきたりということがあっ

たりして、「女性一人でいる時にそうなって危なかったら

警察を呼べ」と言われたり。 

 

鶴田：オ'ハナはデイケア、ロイスはナイトケアですよね？

一日のプログラムを教えてください。 

 

Ａ：9時半に集合して、みのわマックでは 9時半から掃除

でしたが、オ'ハナではウォームアップで体操などの時間

をもちます。ミーティングは 10 時から。お掃除が 3 時か

ら。また、みのわマックとの違いとしては、週一回金曜の

午後に手芸のプログラムをやったり、また月一回、講師を

呼んでアロマを使ったリラックスヨガをしています。不定

期だけど、バドミントンやドラマセラピーも、年間通して

やっていますね。 

 

男女での対応の違い ～オ'ハナの場合 

鶴田：ミーティングをはじめとするプログラムや相談は

12ステップの理念に基づいて行っているのですか？ 

 

Ａ：12 ステッププログラムは、あらゆる問題に使えるも

のだと言われています。困ったときは、12 ステップの考

え方を思い出しながら考えるようにしています。 

 

鶴田：男性の場合と女性の場合の対応の仕方の違いは何か

あります？  

 

Ａ：昔だったら男性でも女性でもスリーミーティングが当

たり前だから、多少風邪ひいても、台風が来ても、「行き

ましょう」でしたよね（笑）。でもオ'ハナでは「無理しな

いで」とすごく伝えます。私も自分の時とは違って、意識

を変えてやっていかないと、なかなかプログラムにつなが

ってくる人が少なくなってしまうから、広く受け入れるよ

うにしています。その中でも、プログラムが出来る人はや

っぱりきちんとやったほうが回復率は高いので、スリーミ

ーティングで一所懸命やろうねって持ち上げていく。どう

しても楽に見える人に引っ張られてしまうので、たとえば、

ロイスに入ってない人のほうが楽だと思うとロイスから

出たくなったりする。最初はそれを心配したんですけど、

今は、一所懸命スリーミーティングをやっている人たちも

いれば、自分なりの週何日かのプログラムやっている人た

ちもいて、一緒に分かち合いをしている感じですね。 

私は厳しいプログラムがあったから自分がここまで来

られたって思うから、最初はそうやって、自分の枠にはめ

ようとしていましたが、だんだんにそれでは無理だと分か

ってきて、考え方を広く変えてきました。 

 

家族からの相談 

鶴田：人によって様々だと思いますが、皆さんどんな経緯

でオ'ハナにつながってきますか？ 

 

Ａ：紹介を受ける中で一番多いのは、やっぱり病院やクリ
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ニックです。その次に意外と多いのが相互支援グループの

メンバーからでしょうか。福祉事務所からは少ないです。 

 

鶴田：家族や周囲の人から、というのはありますか？  

 

Ａ：家族の相談も受けています。家族からの相談自体はけ

っこうあるんですが、本人はなかなかつながらない。最初

は電話から始まって、やはりお母さんが相談や見学に来て、

なんとか本人を引っ張り出してきて面接しますが、ご家族

主導だと、通いましょうとなってもそれっきり全然来ない

か、1～2回来るくらいが精いっぱいという感じですね。 

 

鶴田：何年かたって今度は本人が自発的につながり直して

くるようなこともありますか？  

 

Ａ：そういうことはありますね。だからここを見ていった

ことは無駄ではないと思います。また何かの機会に思い出

してくれることはあると思って。 

 

鶴田：家族の方に、具体的な助言をしたりもしますか？ 

 

Ａ：以前はうちでは、「こういう相談機関がありますよ」

と言うしかなかったんですけれど、今はここの階下に「マ

ック・ファミリーエイド」が出来たので、そちらで対応し

てもらっています。 

 

摂食障害との重複 

鶴田：摂食障害とアルコール依存が重なっている方もいら

っしゃいますか？ 

 

Ａ：以前のみのわマックの時は、アディクションがはっき

りしている人しかいなかったけど、オ'ハナでは、少しネ

ット依存とか摂食障害があるけれど、私たちからするとそ

んなにひどくはない依存だし、アディクションとしてはそ

んなに底はついてないけれど、対人間関係がうまくいかな

いからと利用している人もいます。 

 

鶴田：ＮＡＢＡでもそういう傾向があります。最近は依存

対象が分散していますよね。通所される方の人数や頻度は

どんな感じですか？ 

 

Ａ：先月の通所人数は一日平均 8.6 人です。今はロイスに

入所の人が 3 人、通所が 2 人で、それプラス 4～5 人が入

れかわり立ちかわりで通所しています。基本的にはミーテ

ィングに出ていただいて、必要な場合には個別の相談を受

けています。ほとんど話しを聞くのが仕事でしょうか。話

すというより聞く。「どういうことがあって嫌だった？」

といったことを聞くのが私たちの仕事です。 

 

鶴田：摂食障害は物質依存と違って「断酒・断薬」という

ふうにアプローチ出来ないと思いますが、その辺はいかが

ですか？  

 

Ａ：食べることってゼロには出来ないから難しいですよね。

アルコールや薬物は治まっても、過食に移行してそれがひ

どくなって、ここに来られない状態になることもあります。 

 

鶴田：アルコールや薬物だとワンデー（初めて自助グルー

プに足を運んだ日）から始まって、１ヶ月、１年とバース

デー（断酒・断薬を始めた日から数えてお祝いをする）を

やって、自分が回復している実感を持てるけど、摂食の場

合、そもそもどこからが症状かということすら曖昧ですか

らね。  

 

Ａ：摂食障害の場合、どういうのが自分の正常かって、皆

さんそれぞれ違いますよね。以前ロイスに入寮していた人

で、ギャンブルもお酒も摂食もあるという若い女性がいた

んです。その人は、スーパーで過食の買い物をしてきちゃ

って、スーパーから電話してきてくれたり、それで山ほど

買い込んできた食べ物を、たまたま泊まりに来ている人に

渡してもらったりしましたね。本当はいけないことにして

いるんですけど、それでも何回かそんなことをしつつ、摂

食が治まってきて、ロイスもオ'ハナも卒業したという子

がいました。 

 

鶴田：では、ロイスでは過食や過食嘔吐は原則禁止だけど、

やったからといって即退寮という訳ではない？ 
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Ａ：ケースバイケースでしょうか。誰かに迷惑をかけて問

題になったりしたら、その時はその時で対応します。「吐

かないで」とは言いますけどね。それでもロイスの中で仲

間のものを食べてしまったりして、その辺りは難しい。そ

れから、万引きで警察につかまった人を引き取りに行った

りもしましたね。アルコールと摂食のある人でしたが、そ

れまで盗癖の話は出ていなくて、急に警察から電話があっ

てびっくりしました。 

 

鶴田：ご苦労が絶えないですよね。これは摂食に限らない

と思いますが、女性同士で安心出来る反面、同性ならでは

の緊張感みたいなことで仲間の関係がうまくいかないと

いうことはありますか？ 

 

Ａ：うまくいかないですね。いかないながらプログラムを

やっていこうと（笑）。うまくいかない中で、その中でな

んとか自分が楽に過ごせるように。 

とかく自分の価値観を相手に押しつけてしまうとぶつ

かりますね。みんな、育ち方も違うから、日常のやり方も

違うということがなかなか理解出来なくて、自分はこうだ

からこうしてほしいと思ったり。自分だって出来ていない

部分はあるけれど、他の人の出来ていない部分にすごく目

がいってしまって「嫌だ！」となりますよね。 

 

他団体との連携や活動への思い 

鶴田：他の団体との連携についてはどうでしょうか？ 

 

Ａ：Ｉ区の保健所や福祉事務所など行政とのつながり以外

には、豆ネット（自らが何らかの当事者で暴力被害や依存

症の女性への支援を仕事とする女性たちのネットワーク）

が企画してくれる夏合宿に他の女性の施設の仲間たちと

一緒に行かせてもらったりしています。それから、プログ

ラムに困った時はＲハウスさんやＤハウスさんに相談し

たり、ミーティングに参加させてもらったりすることもあ

ります。 

 

鶴田：では最後に、ここで活動やお仕事をなさっていて、

つらいことや、やっていて良かったなということをお一人

ずつお願いします。 

 

Ｂ：私は入寮させてもらって、24 時間、仲間といる生活

をしてきましたが、私はそういう所でないとお酒は止めら

れなかったし、生き直すことは難しかった。「ＡＡだけ行

きなさい」と言われても無理だった。というのも、本当に

生活習慣が乱れていて、子どもと一緒に生活していながら

も、口では「あれしなさい、これしなさい」と言うのだけ

れど、知識だけで健康的な生活習慣が全く身についていな

かった。自分がまともで健康的な生活をしていないので、

子どもに伝えることはやっぱり無理でした。だから、朝起

きてご飯食べて、仕事に行って昼ご飯食べて、また仕事し

て、夕飯食べてミーティングに行くという一日の習慣を身

につけさせてもらったのは本当にありがたいことです。そ

の中で同時に仲間とのフェローシップ（ミーティング以外

の仲間同士の交流）があって、普通の日常的なお喋りが出

来て、お酒を飲まないで（笑）。そういうことが、少しず

つだけど勇気を持って出来るようになったということが

本当に嬉しくて、施設に通って良かったと思えるようにな

りました。だから似たような状況にある人たちが来た時に、

私の経験を伝えて、それが役に立った時は良かったと思え

る。そうやって伝えていくことで、私自身が自分の経験を

もう一回見直し、伝えることでまた自分に返ってきたりも

するので、私のためにもこの仕事はありがたいなあと思っ

ています。 

 

鶴田：Ｂさん、経験豊富そうだから（笑）。 

 

Ｂ：お酒の経験はね、すごいんだけど。でも、さっきも他

のスタッフと話してたんですけど、「今はここまでひどい

人はいないから」って（笑）。 

 

鶴田：それが今、お宝ですよね。 

 

Ｂ：私にとっては宝なのだけれど、でも少しは状況みなが

ら喋ることも必要かなって。みんな、ザーッって引いてい

くことがあって。 

今は本当に手探りでミーティングの司会をやっていま

すが、本当にありのままの私は、そのどん底の私ですから

ね。そこを常に忘れないようにしていきたいんです。 
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Ａ：私は相互支援グループからつながったわけではなく、

ここに来てお酒を止められているので、ここがなかったら

本当に私のソブラエティ（お酒を飲まないことを出発点と

する新しい生き方）はないと思っています。だから、ここ

で仕事をさせてもらって、仲間との関わりの中で、私も生

かさせていただいてるって思っています。…昔は、自分が

やらなきゃいけないっていうのがすごく強かったんです

けれど、今はみんなに仕事を手渡していけるようになった

自分が嬉しくて。私はもうじき定年になりますが、それで

も何かの形で関わらせていただきたいと思っています。ゆ

くゆくは卒業生がもっといっぱい来てもらえるような施

設にしていければと…。マックのセミナーなんかに来てく

れる人たちもいるけれど、卒業したら行ってしまったまま

みたいな人も多いので、途中でやめてしまった人も含めて、

ぜひここに関わっていってほしいなという思いがありま

すね。 

 

鶴田：皆さんのあたたかく和やかな雰囲気にとても救われ

ました。今日はそれぞれの体験や実感に基づいた貴重なお

話をありとうございました。 
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ヒアリング ４  

 

 

 
特定非営利活動法人 

ダルク女性ハウス 

 
ダルクとは、薬物・アルコール依存症者をサポートする施設です。ダルク女

性ハウスは、依存症を経験した女性二人によって、1991 年に設立されました。

依存症から回復したいと願う女性たちに身体的・精神的・社会的支援を提供し、

その回復を手助けすることを目的とした団体です。 

現在の利用者は、入寮・通所者を合わせて約 37 名です。仲間と共に生活し

ながら回復を目指す「グループホーム」と、通所しながらプログラムに参加出

来る「デイケアセンター」があります。また、講演や出版などの社会啓発活動

も積極的に行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 住所 〒114-0014 東京都北谷田端 6-3-18 ビラカミムラ 301 

 

□ 電話 ０３-３８２２-７６５８     □ＦＡＸ ０３‐３８２２‐７６６２ 

 

□ メール ― 

 

□ ホームページ ― 
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ダルク女性ハウス設立の経緯 

鶴田：本日は、ダルク女性ハウスの施設長である上岡陽江

さんにお話を伺います。ではまず、ハウスを作られるまで

の経緯を聞かせてください。 

 

上岡：その頃は女性のホームレスの住居提供もなくて、女

性が行き場を失ってしまうと本当に次の行き場がなかっ

たんです。だから、ハウスを作ろうと思いました。 

 

鶴田：陽江さんは、アルコール・薬物依存、摂食障害を経

験されていますが、陽江さんご自身は、当時、男性が中心

の施設のプログラムを受けていたのですか？ 

 

上岡：男性のマック（アルコール依存症者の施設）に通っ

ていました。その中で、女性だけのグループに入っていた

けど、その後で男女混合のＮＡ（薬物依存症者の自助グル

ープ）に行って、それで今度はダルクを作りました。最初

は男女一緒にやっていたけど、その後、女性だけ別にやる

ようになりました。 

 

鶴田：女性だけの施設が必要だと思った理由は？ 

 

上岡：私が関わってきた人たちは、暴力の被害者の女性だ

ったので、みんな暴力的な男の人を怖がるし、男性がいな

いことで本当にホッとする人たちが多かった。あまり男性

がいることを喜ばない。でも、女性が最初にハウスに来た

ばかりの時は、そうじゃないんだけど。 

 

鶴田：女性の仲間たちは、最初はどんな感じですか？ 

 

上岡：最初は男性に評価されることばかりを第一にしてい

ます。女性の前ではお化粧しないけれど、男性の所に行く

時だけは綺麗な恰好でお化粧をして行くことみたいなこ

とがあって、「女性に対して何かしても得じゃないけれど、

男性に対しては何かすると見返りがある」という勘違いを

持っている。それで、実はそれが自分をすごく苦しめてい

ることに気づいて、奪い合わなくても良い関係があると思

えるようになるには、3 年位はかかる。時間はかかるけど

そこが変わってきます。 

 

鶴田：陽江さん自身もそうでしたか？ 

 

上岡：女の人って、落ちていくと、優しい、きれい、穏や

か、受け容れるといった女性の特質みたいなものがなくな

っていく。それで、汚くて、どうにもならなくて、お金も

なくて、めちゃめちゃで、怒っているといったひどい状態

になっていくでしょう。私も、自分がアルコール依存、薬

物依存、摂食障害でどうにもならなくなった時にそうだっ

た。すると、その中で同性に対しての引け目がすごく出て

きて、だから「男の人は騙せるけど、同性とは一緒にやれ

ない」と思っていた。だけど、女の人との仕事を 23 年や

っていると、女の人だけでの運営は、その場で問題が見え

るから楽だなって今は思っています。 

 

鶴田：その場で問題が見える？ 

 

上岡：たとえばハウスの中で誰かが薬を使ったらビギナー

の女の人はすぐに不安になって動揺するけど、そのまま 3 

日間位、集中的にサポートすると収まります。男性も同じ

ように動揺するけど、そんな小さなことでカッコ悪いと強

がって痩せ我慢するから、10 日くらい経ってから何も言

わずにいなくなってしまう。女性は不安定と言われるけど、

反対に扱いやすい面もあります。 

 

鶴田：とても、よく分かります。 

 

上岡：女性の場合は、トラブルが起きても、3 日ぐらい毎

日通って、朝から晩まで話を聞けば治まるっていう感じが

ある。3 日が勝負だと思っています。23 年やってきて、

そういうことも分かって、すごく楽になりました。 

 

鶴田：23 年間、やってこられたのですね。まずダルク女

性ハウスが出来て、それからフリッカ・ビイウーマン（デ

イケア）が出来て広がってきましたが、その経緯は？  

 

上岡：23 年前の当初は今と違う住居で、暗ーいブラック

ホールのような所でミーティングをやっていた（笑）。ダ

ルクからフリッカに広がった理由は、住居に新しい人が来
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るとトラブってしまうから、住む所と昼間に集まる所は

別々にしたほうが良いということで。 

 

鶴田：トラブルってどんなことがありますか？ 

 

上岡：ビギナーを面接すると、薬を使って来てしまったり、

男の人を連れて来たり、躁うつ病の人が躁状態で断りもな

くやって来たりする。女の人だけだとちょっと耐えられな

いし、危ない。みんなが住んでいる住居はやっぱり安全に、

ということです。 

 

プログラムの工夫 

鶴田：プログラムの工夫や特色をお聞かせください。 

 

上岡：個別というのが特色です。私たちの女性ハウスは入

寮が 7 人、通所の人たちが 30人ぐらい。小さい集団だか

ら、その時の構成人員によって、運動をしたい時、本を読

みたい時、じっとしていたい時と、グループの色が違いま

す。その時のメンバーに合わせるのが特色で、一つのプロ

グラムをやって終わりにはならない。 

 

鶴田：他の施設だと、たとえばスポーツプログラムなどが

多いけど、それはやらない？ 

 

上岡：やってはいるけど、その時にスポーツ好きが多けれ

ばスポーツのプログラムが多くなるし、動けない人が多け

ればやらないこともある。ただ、たとえば抑うつが長く続

き動かないと筋肉量が減るから、それだけで疲れるでしょ

う。それはまずいと思って、運動の得意な人も不得意な人

も歩くことだけは出来るから、散歩で 20分歩くみたいな、

体力をつけていくことは大切だと思っています。 

それから、心してやっているのが、表現のプログラム。

ドギュメンタリ―映画監督の坂上香さんが企画してくれ

て、継続してやっています。その時によって、音楽家や詩

人や美術家や様々なプロの表現者の人たちと、いろんなも

の作りへの参加を年間 5 回ぐらい。 

 

鶴田：当事者研究もやっていますよね。 

 

上岡：そうそう。それもやっぱりその時によって言語が使

える人が多ければやるし、言語が使えない人が多い時はや

らないし、その時の集団に合わせています。 

 

鶴田：そこからこぼれ落ちる人のフォローもされているの

ですね。 

 

上岡：そうじゃなくて、こぼれ落ちないようにするために

個別にしている。○○プログラムっていうと見栄えは良い

けど、現実には合う人も合わない人もいるから。みんなが

いつも来られるわけじゃなくて、子育て中の人たちも、遠

くに住んでいる人たちもいるから、月一回、子どものプロ

グラムやママ・プロだけに来る人もいれば、毎日来る人も

いる。依存症だけの人も、精神障害を持っている人も、発

達障害の人もいるし、様々な利用者がいます。 

 

鶴田：ここを使うことについては、あなたは月一回ね、毎

日ねなど、それは相談して決めるのですか？ 

 

上岡：その時に合わせています。たとえば、抑うつの人は

動けない時もあるし、すごく来てしまう時もあるから。 

 

鶴田：ここを辞めてもらうことも、ありますか？ 

 

上岡：あります。薬を使って来た時には、一度、入院して

もらうし、それからずっと止められない時は地方のダルク

に入寮してもらいます。他には、攻撃的だったり、お金を

盗んでしまうとか。それから摂食障害でありがちなのが、

人の食べ物を盗んでしまう状態の時。「まだグループは無

理」と言います。あとは、自傷がすごい時。首やお腹を切

ってしまうとか。そういう時は、ダルクの通所は停止して、

「まだ早いから病院に通って」と言います。 

 

鶴田：なるほど。他に特徴的なプログラムはありますか？  

 

上岡：月 1 回、「子プロ」「ママ・プロ」をやっています。

10 年やってきて、利用者のお母さんたちは、他のお母さ

んたちがどうやって子どもと暮らしているかといった見

本がすでにあるので。たとえば施設に子どもを預けても、
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施設から引き取ったお母さんがどういう生活をしている

か、どういう問題が起きてくるかというのも、当事者のみ

んなから学べる。これに関しては、セラピストの平川さん

から「小規模なグループで、今ここにいる母子に合わせな

さい」というスーパーバイズをもらっていて、海外から持

ってきたプログラムをそのままやるんじゃなくて、今日、

今、来たお母さんたちが必要なことをやっている。表現を

大切にしているのも、子どもたちは言語を使えないのと、

お母さんたちも表現に出会っていないから。やっぱり、薬

物依存の人は暴力のサバイバーだから、自分に起きたこと

を言葉に出来ない時期が長い。もどかしい気持ちを何十年

も持ち続けるから、それはミーティングで話すだけではな

く、他の形で表わせるのも大切なことだと考えています。 

 

摂食障害の相談状況や対応 

鶴田：摂食障害の本人や家族の相談状況や内容はどうです

か？ 

 

上岡：薬物依存の人は、ほとんどみんな摂食障害を混合し

て持っています。家庭の中で摂食障害になり、拒食の状態

から過食に変わったあたりで集団生活が出来るようにな

る。処方薬を飲みながら、過食に変わったあたりでみんな

と出会って、ミーティングや、様々な所に行っているうち

にだんだんと過食の量が減ってくることはあります。 

 

鶴田：一昔前は、「断薬」というと処方薬もダメなんて極

端な言い方をする人もいて、それは論外だと思いますが、

必要な処方薬の管理は難しい問題ですよね。 

 

上岡：それは主治医に任せています。主治医に任せること

は、自分でコントロールしないという練習にもなるから。

ここには、摂食だけで薬物を使ったことがないという人は

まずいないけど、反対に、摂食でありつつ薬物依存、処方

薬依存の人はいます。そういう人は、処方薬を調整して、

ミーティングで話をするようにして、処方薬は先生の言わ

れた通り飲んでもらっています。 

 

鶴田：それを守ってくれますか？ＯＤ（大量服薬）などは

ないですか？ 

 

上岡：ＯＤをする段階だと、「入院して、もう少し時間を

かけて」と言います。拒食の人もそうだけど、まずは命を

守って。それに拒食の時って、何ていうんだろう… 

 

鶴田：変なハイテンションというか。 

 

上岡：そうそう。耳に入らない。いろいろな所へ勝手に行

ってもらうのは良いけれど、まだ一つの所で人間関係を作

れる状態ではない。ここはやっぱり、親密な関係をつくっ

ていくという、次の段階の場所なので。 

 

鶴田：薬物が止まってから摂食障害になることもあります

よね？よく男性からも、前は薬物依存で、薬物が止まって

から、と聞きますが。 

 

上岡：当然あります。薬物依存の女性にとっては、薬物を

止めた瞬間から過食だから。特に覚醒剤は使っている間は

痩せているから、やめると太ってしまう。実は薬物依存症

の女性にとって自分の身体が変化することを受け容れら

れるかどうかはとても重要なことで、「太ってもいいから

やめたい」って思った時にやっぱり薬物をやめるから、摂

食障害は回復の目安になる。私自身を振り返っても、アル

コールと薬物は止めたけど、食べ吐きは続いていました。

食べ吐きを続けてでもミーティングに行っている状態か

ら、吐けなくなってきて、何かあると過食しているといっ

た感じでした。未だに私も他のスタッフも、たとえば相談

の面接で腹が立つと、積んであるお菓子をばばばって（笑）。 

  

薬物依存と重複障害 

鶴田：お話が、薬物依存と他の問題との重複につながって

きたと思いますが、あらためて、いかがでしょうか？ 

 

上岡：重複しているのは、摂食障害、依存症、精神疾患な

どがあるけれど、基本的にみんな、ＤＶや虐待、性被害な

どの暴力のサバイバーだと思います。また、最近では発達

障害の人の対応が大変です。 

私の話をすると、喘息で幼い頃に 4 年弱の入院生活の

中、友達が亡くなっていって、すごく怖くて大変でした。
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人が死ぬということは言葉にならないし、本当に不安だっ

た。入院しているから手首切るわけにもいかないし、すぐ

手当てされてしまうし。出来るのって、食べるか、食べな

いかどちらか（笑）。 

 

鶴田：手首を切っても、やった甲斐がないですよね。 

 

上岡：ステロイドもすごく使っていたから、本当にうつ状

態でした。だから、友だちともうまくやれないし、強迫も

強くて学校にも行けないし、みんなに自分はいじめられて

いると思っていました。ステロイドはすごく食欲を増やす

ので、過食をものすごくして、そこへ親から離れて入院し

て、友達も亡くなることが重なって。それで、一番はじめ

に処方薬をいっぱい集めるようになったのが中 1 ぐらい。

中 3 の受験の時に過食して、高校では拒食で普通の人の

食べる量の半分って決めて、完璧に食事をコントロールし

ていました。そして、大学受験で食べ吐きになり、そこか

らアルコールや処方薬依存にまたなって。マリファナを吸

って、痛み止め（笑）、というのが私のストーリー。だか

ら私自身が重複障害を生きてきましたよね。ハウスの仲間

だと、摂食障害とリストカット、そして痛み止めなどを乱

用していく人が多いです。 

 

鶴田：違法ドラッグばかりではないのですね？ 

 

上岡：ないですね。ただ、その中で違法なドラッグに出会

っていくことはあるけれど。女性の薬物依存症者は、昔は

割合ヤクザ絡みで働いている人も多かったし、そしてまた

固定観念としてありました。だけど、今の 30 歳位の人は

違う。親の問題があり、性虐待や、中学生ぐらいでのレイ

プなんかがあり、はじめにみんながやるのが拒食や過食で、

リスカして、それで病院に行くと処方薬がいっぱい出てき

て、更に処方薬をネットで買うようなパターンが多い。 

 

鶴田：昔は、すごく激しい陽江さんのようなザ・薬物依存

症者や、私みたいなザ・摂食障害者がいたけれど、最近は

みんなわりとおとなしめで、対象物が広く薄くなっている

のを感じます。 

 

上岡：私も、対象物が広がってきたと感じています。みん

な、ネットで買い物にはまったり、薬物、アルコール、ギ

ャンブルとか、依存症の症状がたくさんあって、だからも

れなくやっているよね。今、頭の良い女の子だと、ＬＩＮ

Ｅとかネットの依存。たとえば私の友人で、お母さんから

すごい虐待を受けたサバイバーで、30 代半ばの彼女がい

るんだけど、とても頭の良い人だったから高校はずっと保

健室で過ごして、大学を出て、外に出て一見うまくいって

るようにしていたけど、でも、どうして良いか分からなく

なって、一日に十何時間もお酒を飲みながらネットに依存

して、とりあえず生き延びてきた。こういう人も珍しくな

いです。 

 

鶴田：麻痺させるという感じですよね？ 

 

上岡：そう。アディクションは、空っぽな渇きを、薬物や

アルコール、男の人やセックスなどで埋めていく、あたり

かまわず入れてくということがありますね。 

 

鶴田：盗癖はどうですか？ 

 

上岡：盗癖も多い。もう、バリバリです。 

 

鶴田：薬と摂食と盗癖？ 

 

上岡：摂食系の盗癖の人は頭が良い人が多い。一方、貧困

で、盗まないと生活出来ない人は、ヤクザのような家で生

まれ転々としていて、生活用品を盗むのが普通だと思って

いたみたいなタイプの人。私の周りにいるのはどちらかと

いうと、ひどい暴力を受けた賢い女の人が摂食をしていて、

その中で盗癖もあるような人たちです。 

 

女性の回復に必要な新たな視点 

鶴田：陽江さんは、ダルク女性ハウスの活動を続けられる

中で、男性中心のアディクションの回復モデルに女性の視

点を取り入れてこられたと思いますが、その辺りをお聞か

せください。 

 

上岡：昔は「入寮したら 3年くらいは男性とはつき合わな
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い」と言っていました。ただ、薬物を止めて 1 年ぐらい

経った若い女の人では、そこで男の人とのつき合うを止め

てしまうと摂食障害になってしまう。セックスが出来ない

と食べものにいってしまうという現実があると思ってい

ます。随分年齢がいっている人や、子どもを早く産んで、

男は懲りているみたいなタイプの 30 歳ぐらいの人たちだ

ともうエネルギーがないから違うけれども、独身で、まだ

子どもいなくて、30歳ぐらいの薬物依存の仲間なんかは、

1 年半ぐらいで男性と出会って欲しい。男性がいて、ミー

ティングにも行っているほうが健康度が高いと思ってい

ます。 

 

鶴田：へーえ。それは画期的ですが、全ダルクで共通され

ていることなのですか？ 

 

上岡：男性が主導の施設はそうではない。でもそういうダ

ルクは、女性は出て行っちゃうか、どんどん摂食障害がひ

どくなっていってしまう。入寮生活の中でご飯を食べない

人がいて、パワーゲームで周りもどんどん食べなくなって

いって関係性が狂っていく。そういう時は、失敗しても良

いから、早く出してあげたほうが良い。 

たとえば 15 人で住んでいて一人そういう人がいると、

他の 14 人も摂食障害者になっていってしまうことがあり

ます。一緒に共同生活していると難しいから、まだエネル

ギーを外で出してたほうが良いことがある。それに、女性

が 30 歳ぐらいだと男性が必要で、セックスしたいのは当

たり前の話だから。そういう人は子どもを産んだりしてめ

ちゃめちゃではあるけれど。 

一方、結婚出来ない、子どもも出来ないこともあって、

どちらが良いかは分からないけど、どちらにしろ似たよう

なもので。薬物の止め時って 20代後半～30歳前後だから、

その時に行き場がない人をあまり長く入寮させてしまう

と、彼氏もいなくて、トラウマがあったりすると、摂食障

害の症状ががーっと出てきて体重が減り過ぎてしまう。そ

れは危ないので、入寮している人には気をつけています。 

 

鶴田：陽江さん、ここは丁寧にお伺いしたいのですが、女

の人は 30 歳前後だと彼氏が必要だとか、セックスで治る

という、単純なことではないですよね？ 

 

上岡：セックスで治ると言っているのではなく、入寮だけ

だと小さい関係性になってしまうから、社会をどう広げて

いくかっていう話。その中で安定する人と、まだエネルギ

ーがあって、様々な人と出会うことでエネルギーを発散す

るタイプの人がいるんだと思います。 

 

鶴田：それは仕事では駄目？セックス？ 

 

上岡：仕事もセックスも混じっていたほうが良い。だから、

セックスしているかって聞いたりもします。そうしないと、

サバイバーの人はセックス出来なくなったり、気づくと人

と触れられないということが起きてくるから。依存症だけ

って考えないで、そこの部分に不器用ながらでも向き合っ

ていってほしい。私たちに「出ていけ」と言われて、その

後、男の人と出会って子どもを産んでいくような人は、後

で私に「ありがとう」って言ってくれる。 

 

鶴田：入寮の狭い世界の中で埋没していかない、というこ

とですね。では、通所の場合はどうですか？  

 

上岡：通所だったら話は別。通所だったらそういう人は、

わけの分からないことも含めていろんなことをするから。 

 

鶴田：なるほど、すごくよく分かりました。 

 

他団体との連携と今後の課題 

鶴田：では、他団体との連携状況や課題についてお願いし

ます。 

 

上岡：連携しまくりです。課題は連携しまくることによる、

連携疲れ（笑）。特に女性の依存症は起きてくる問題が幅

広くて、ＤＶ、虐待、いじめ、子育ての問題、それから、

みんな身体を壊していて婦人科の問題など、幅広いので、

連携しないと活動が全然出来ないですよね。 

 

鶴田：そうした分かりやすく表面に出てきている問題の後

の、人間関係をうまく結べなかったり、生きづらさを生み

出す自己否定感の問題には、ネットワークがとても必要だ
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という点は、摂食障害の回復や成長と重なると思いますが。 

 

上岡：そうそう。30歳から 40歳にかけて、摂食の症状は

なくなっていくんだけど、白黒思考や完璧主義のままだか

ら人間関係がうまくいかない。人間関係ですごく苦労する

っていうのが、30 歳から 40 歳の摂食障害者の像だから、

その時期にうまくやるというのは難しい。だって、元々う

まくやれない人たちとつき合っているわけだから。言葉だ

けは言えるし、動けるようになってきているから、むしろ

余計大変です。それは、私も自分のことを振り返った時、

そうだったと思います。摂食障害って「生き抜くこと」「生

き延びること」だと思っているので、40 歳を越えたらま

た変わってくるだろう、と。そうしたら、その時ににまた

おつき合いしたいと思っています。 

 

鶴田：でも、対人恐怖的な私たちが連携していくのは難し

いのではないですか？ 

 

上岡：お互いに連携疲れは山のようにあるよね。昨日も一

日、悩んでいた。「あそことあそこはつき合えない」とか。

だけどやっぱり、つき合えないところはそのままなくなる

か、変わるか、必ずそっち側の問題があるから。 

 

鶴田：付き合えないとは、どういうことですか？ 

 

上岡：男性がマッチョで力やお金で女性を支配して、女性

の抱えている問題が延々と解決していないような所です

ね。 

 

回復・成長への希望のメッセージ 

鶴田：では、最後に、回復・成長について、何かメッセー

ジをお願いします。 

 

上岡：この頃、やっぱり生き延びなくては駄目だなって思

っています。それで、どういう風になっても希望はあるか

な、っていうのも思っている。でも反対に、普通の老人の

ように老いることは出来ないな、とも思っていて。 

 

鶴田：普通の老人のように老いる？ 

 

上岡：もう自分は終わっていくという。桃エさんもそうじ

ゃない？みんなは回復像と思っているけど、もう回復像じ

ゃない、と。もう 57 歳だから体力的にも落ちているし、

私たちはいかに終わっていくか。でも、今でも私、気分が

落ちることがある。何をやっていても楽しくなくて、お酒

を飲みたくなるような。今まではたとえば子どもが大きく

なる、ハウスをどうするかみたいなことで、上に上がるっ

て道があったけど、これからは下がっていく。 

 

鶴田：そうですねえ。 

 

上岡：この下がっていく時ってやっぱりすごく大変で、私

は次世代にここを渡して、それでホッとしたけど、半面、

空っぽさがある。よくみんな、引退する時にアルコールを

飲んだりする気持ちがよく分かる。自分の不安や心許なさ、

自信のなさとか、理不尽さといったものを、ハウスを運営

することで埋めてきたわけ。理不尽さっていうのは、振り

返ると私にとっては、小児病棟の友だちの死とかなんだけ

ど。怒らないと生きてこられなかった。私は、怒りをもた

ないと歩けなかった。でも、怒りだけだと疲れてしまうか

ら、アルコールや薬物という問題が出てきたわけだけど。

年を取ってもそれって実は変わらなくて、何度も話して記

憶の整理をしてきたけど、今、シラフで、やっぱり気分は

下がるから。私の子育ての友だちは、普通に近所でそのま

んまおばあさんになっていく。でも、私はシラフでそのま

まのおばあさんにはなっていけない。12 ステップを使わ

ないと、あまりにも気分が悪過ぎる。いかに降りるか。だ

から、ここにきてまた一山という感じで、みんなここで、

アルコール飲んだり、いろいろ起きてくるだろうな、と。

でも、一人でいると鬱々してくるけど、ずーっとつき合っ

ている人たちもいるので、こうやって「年とるの、嫌だ嫌

だ」と言っています（笑）。 

 

鶴田：そうですね。焦りと不安。 

 

上岡：桃エさんは焦りと不安だろうけど、私は本当に鬱々。

もう乗り越えられない、このままシラフでいられない感じ。

だからといって、焦って何やるの？といった感じです。先
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日も何か調子が悪くなって、仕事もないくせに夕方ここに

来て、年下のスタッフに「なんか不安なの」とか言って（笑）。

最悪。 

 

鶴田：（笑）そう出来ることが、陽江さんの知恵で、そう

した陽江さんが私の成長のモデルになってきました。 

 

上岡：年下のスタッフは目いっぱい働いていて、現実に肉

体的に疲れているのに、私は彼女たちに向かって、「年と

って不安だ」とか言っちゃって。ご迷惑かけてます（笑）。 

 

鶴田：全く同じです、私も。 

 

上岡：私は自分を本当に摂食障害、依存症だと思っていて、

一生心の空っぽさとか、そういうものが取れないんだろう

と思って。でも、そういうことを誰かに話すことで乗り越

えてきました。どこかに行って誰かに言わなきゃって大騒

ぎすると、そこに同じように「私も」「私も」と言う人が

いて、私だけじゃないんだ、と。歳を取るのにじたばたす

る、何も持っていない女たち（笑）。 

 

鶴田：陽江さんは、多くのことを充分に持っているように

見られがちかもしれませんね。 

 

上岡：その上に不安症だから、今も食べて生活していける

方策を考えています。経済は大切。カウンセラーの信田さ

んに 5 年位前「やはりきちんと生活していくためには経

済を考えなくては駄目よ」と講演で言われたことがあって、

より一層、強迫的にではないけど、みんなに迷惑をかけな

いためにはどうしたら良いか考えつつ、でも方策は見えな

い。そういうことを考えつつおります。以上。希望はあり

ませんでした（笑）。老後はバラ色ではなかった。でも、

どんな時にも仲間と話をする、そばにいる。桃エさんなん

かもやっぱり年取ると大変だよね。こういうことも分かち

合える年になりましたね。 

 

鶴田：いつだって、そして幾つになっても、陽江さんは、

相変わらず私にとっては大きな希望、回復・成長の先行く

仲間です。今日もありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


